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平成28年 春号京 都・城 陽 の 企 業 を 応 援 する 情 報 誌「 城 陽 カ ンパ ニー」

モ
ノ
は
「
人
」
が
つ
く
る
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国道24号４車線化

JR奈良線高速化・複線化

白坂テクノパーク京都山城

新名神高速道路城陽JCT・IC

宇治田原IC

大規模商業エリア

（都）東部丘陵線

商工業エリア

城陽市役所

流通エリア

長池駅

寺田駅

久世荒内・寺田塚本地区
土地区画整理事業

国道24号寺田拡幅事業

東部丘陵地青谷地区

東部丘陵地長池地区

（仮称)

（仮称)

久津川駅

城陽駅

近
鉄
京
都
線

Ｊ
Ｒ
奈
良
線

山城青谷駅
国道307号バイパス

山城大橋
至 奈良

至 京都

富野荘駅
京奈和自動車道

木津川

24

24

307

24

サンガタウン

鴻ノ巣山運動公園

木津川
運動公園

文化パルク
城陽

城
陽
が
、変
わ
る
。

　
「
ご
り
ご
り
」
と
い
う
擬
音
語
か
ら
、
何
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
。
固
い
も
の
を
削
る
様
子
や
、

力
強
く
進
む
様
子
な
ど
を
想
像
す
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
、「
わ
が
ま
ち
城
陽
」
の
こ
と
を
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

　

鉄
道
も
高
速
道
路
も
な
か
っ
た
そ
の
昔
、
京
都
と
奈
良
の
都
を
結
ぶ
奈
良
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

京
都
か
ら
五
里
、
奈
良
か
ら
五
里
と
双
方
の
真
ん
中
に
位
置
し
た
城
陽
は
「
五ご

り

ご

り

里
五
里
の
里さ
と

」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
交
通
の
要
衝
が
、
悠
久
の
と
き
を
経
て
、

今
ま
さ
に
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
耳
を
澄
ま
せ
ば
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
か
。

城
陽
が
変
わ
る
「
ご
り
ご
り
」
と
い
う
音
が
。

　

城
陽
市
を
含
む
京
都
府
南
部
地
域
は
、

京
都
と
滋
賀
を
結
ぶ
「
京
滋
バ
イ
パ
ス
」、

京
都
と
大
阪
を
結
ぶ
「
第
二

京
阪
道
路
」、
京
都
と
奈

良
を
結
ぶ
「
京
奈
和

自
動
車
道
」
の
高
速

道
路
網
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
23
年
12

月
４
日
に
新
名
神
高
速
道

路
「
城
陽
〜
八
幡
間
」
の
着
工
式
典
が

行
わ
れ
、城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
供
用
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
名
神
高
速
道
路
「
大

津
〜
城
陽
間
」、「
八
幡
〜
高
槻
間
」
が

新
名
神
高
速
道
路
の
供
用
開
始
で

城
陽
は
大
阪
・奈
良
・名
古
屋
の
結
節
点
に
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文化パルク
城陽

平
成
35
年
度
に
供
用
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

新
名
神
高
速
道
路
の
全
線
開
通
に
向
け
て
、

着
々
と
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
名
神
高
速
道
路
は
、
京
阪
神
間
の
行

き
来
を
今
ま
で
以
上
に
快
適
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
滋
賀
、
奈
良
、
三
重
そ
し
て
東

海
エ
リ
ア
を
も
結
ぶ
国
土
軸
と
し
て
、
そ

の
働
き
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
城
陽
市
に
は
、
高
速
道
路

は
京
奈
和
自
動
車
道
の
起
点
の
み
で
、
そ

の
他
の
高
速
道
路
へ
は
隣
接
市
に
あ
る
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
国
道
や
府
道
を
移

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
が
で

き
る
こ
と
で
、「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
情
報
」

が
自
然
に
集
ま
り
、「
速
く
」「
安
全
に
」「
ス

ム
ー
ズ
に
」
動
け
る
環
境
が
整
い
ま
す
。

　

こ
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
劇
的
な
変
化
を

活
か
し
、
城
陽
市
が
新
た
な
生
産
拠
点
と

し
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
成
果
や
今
後
の
構
想
を
含
め

て
、
城
陽
が
大
き
く
変
わ
る
様
子
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
城
陽
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
知
る

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
城
陽
を
支
え
て
き
た

元
気
な
会
社
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

一
番
と
考
え
、
城
陽
に
本
社
ま
た
は
工
場

が
あ
る
企
業
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る
城
陽
市
と
城

陽
を
拠
点
に
す
る
企
業
の
魅
力
を
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。
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城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
か
ら
東
へ

延
び
る
国
道
24
号
は
、
城
陽
新
池
交
差
点
ま

で
片
側
２
車
線
の
４
車
線
道
路
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
新
名
神
高
速
道
路
の
建

設
に
合
わ
せ
て
、
高
速
道
路
の
側
道
と
な
る

（
都
）東
部
丘
陵
線
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
35
年
度
に
は
、
八
幡
と
高
槻
、
城
陽

と
大
津
が
繋
が
っ
て
新
名
神
高
速
道
路
が
全

線
供
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
便
利
で

快
適
な
交
通
環
境
が
整
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
新
名
神
高
速
道
路
の
城
陽

〜
八
幡
間
が
供
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
城

陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）か
ら
八
幡
Ｊ
Ｃ
Ｔ

を
利
用
し
て
第
二
京
阪
道
路
を
経
由
し
、
名

神
高
速
道
路
、
京
都
縦
貫
自
動
車
道
、
近
畿

自
動
車
道
、
さ
ら
に
は
阪
和
自
動
車
道
と
繋

が
り
、
関
西
一
円
と
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
南
は
京
奈
和
自
動
車
道
、
北
は
京

都
縦
貫
自
動
車
道
と
繋
が
る
た
め
、
京
都
の

南
北
が
高
速
道
路
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
京
都
府
内
の
市
町
村
と
の
連
携
や
提
携

も
さ
ら
に
活
発
に
な
り
ま
す
。

　

新
名
神
高
速
道
路
の
大
津
〜
城
陽
間
が
開

通
す
る
に
あ
た
っ
て
、
宇
治
田
原
Ｉ
Ｃ
（
仮

称
）
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
開
園
ま
た

は
部
分
供
用
し
て
い
る
木
津
川
運
動
公
園
周

辺
の
山
砂
利
採
取
跡
地
で
あ
る
東
部
丘
陵
地

長
池
地
区
に
は
、
大
規
模
商
業
施
設
の
立
地

誘
導
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
搭
載
し
た
車
の
み
が
利

用
で
き
る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
も
検
討
し

て
お
り
、
高
速
道
路
か
ら
大
規
模
商
業
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
や
、
周
辺
の
土
地
利
用

の
向
上
な
ど
、
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
の
創

出
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
は
、
Ｊ
Ｒ
藤
森
～
宇
治
、
新

田
～
城
陽
、
山
城
多
賀
～
玉
水
の
複
線
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
都
駅
と
六
地
蔵

駅
の
改
良
、
玉
水
駅
の
橋
上
化
、
山
城
多
賀

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

駅
ホ
ー
ム
の
安
全
性
が
向
上
し
ま
す
。
そ
の

他
に
３
次
元
レ
ー
ザ
ー
レ
ー
ダ
式
障
害
物
検

知
装
置
、
踏
切
警
報
時
間
制
御
装
置
の
整
備

も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
安
全
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
第
２
期
複
線
化
事
業
で
「
京
都
～
城

陽
」
間
は
完
全
に
複
線
と
な
り
、
快
適
で
便

利
な
移
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
開
業
は
平

成
35
年
の
春
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
を
検
討
中

Ｊ
Ｒ
奈
良
線
第
２
期
複
線
化
事
業

交
通
イ
ン
フ
ラ

新
名
神
高
速
道
路

新名神高速道路の城陽JCT・IC（仮称）のイメージイラスト。左が神戸方面、右が名古屋方面〈提供：NEXCO西日本〉

2016年１月の状況。姿が見え始めており、地域の期待も高まる〈提供：NEXCO西日本〉

JR奈良線の複線化整備も推進している

建設中の新名神高速道路。木津川のあたり

国
道
24
号
が
４
車
線
に
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新
名
神
高
速
道
路
の
城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

（
仮
称
）
に
隣
接
す
る
国
道
24
号
沿
い
の
久

世
荒
内
・
寺
田
塚
本
地
区
に
お
い
て
、
施
行

地
区
約
19
・
８
㌶
（
約
６
万
坪
弱
）
の
土
地

区
画
整
理
事
業
を
、
城
陽
市
が
施
行
者
と
な

り
、
進
め
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
、
日
本
郵

便
輸
送
株
式
会
社
を
は
じ
め
、
家
電
量
販
店

や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
な
ど
一

般
企
業
の
進
出
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
入
っ
て
か
ら
、
す
で
に
地

区
内
の
造
成
工
事
も
始
ま
っ
て
お
り
、
日
本

郵
便
株
式
会
社
と
日
本
郵
便
輸
送
株
式
会
社

は
、
平
成
30
年
度
に
操
業
開
始
を
予
定
し
て

　

平
成
27
年
に
開
通
し
た
国
道
３
０
７
号
バ

イ
パ
ス
沿
い
の
白
坂
地
区
は
、
城
陽
市
と
井

手
町
に
ま
た
が
る
エ
リ
ア
で
、
こ
こ
に
民
間

企
業
の
Ｆ
Ｓ
Ｊ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会

社
が
主
体
に
な
っ
て
、「
京
都
山
城 

白
坂
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
」
と
い
う
工
業
団
地
を
造
成
し
、

企
業
向
け
の
用
地
売
却
や
賃
貸
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

国
道
３
０
７
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
な
の
で
車

い
て
、
他
の
企
業
も
造
成
工
事
完
了
後
に
順

次
事
業
所
の
建
設
や
操
業
を
始
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
進
出
企
業
全
体
で
の
雇
用
数
は
、

１
５
０
０
人
程
度
と
な
り
、
地
元
を
中
心
に

数
百
人
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
る
と
試
算
し
て

い
ま
す
。

　

高
速
道
路
の
Ｉ
Ｃ
の
そ
ば
に
新
た
な
商
工

業
エ
リ
ア
が
で
き
る
こ
と
で
、
人
口
の
増
加

や
地
域
経
済
の
活
性
化
、
税
収
の
確
保
が
期

待
で
き
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
企
業
立
地
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
ア
ク
セ
ス
は
良
く
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
乗

り
入
れ
も
可
能
な
の
で
、
生
産
・
流
通
拠
点

と
し
て
多
く
の
企
業
が
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
山
城
多
賀
駅
・
山

城
青
谷
駅
か
ら
は
徒
歩
圏
内
で
、
山
城
大
橋

で
木
津
川
を
渡
れ
ば
、
近
鉄
京
都
線
新
田
辺

駅
、
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
京
田
辺
駅
も
近
く
、

　

城
陽
市
東
部
丘
陵
地
に
は
約
４
２
０
㌶
の

山
砂
利
採
取
地
及
び
そ
の
跡
地
が
あ
り
、
こ

社
員
の
通
勤
に
も
便
利
な
立
地
で
す
。
す
で

に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
開
業
さ
れ
、

契
約
が
決
ま
っ
た
企
業
か
ら
開
設
と
操
業
が

順
次
始
ま
り
ま
す
。　

　

城
陽
・
井
手
の
新
た
な
工
業
エ
リ
ア
と
し

て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、「
東
部
丘
陵
地

整
備
計
画
見
直
し
検
討
会
」
で
は
ゾ
ー
ニ
ン

グ
案
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

新
名
神
高
速
道
路
の
供
用
に
合
わ
せ
て
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
長

池
地
区
約
27
㌶
に
は
、
大
規
模
商
業
施
設
の

立
地
を
誘
導
す
る
商
業
ゾ
ー
ン
、
宇
治
田
原

Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
近
く
の
青
谷
地
区
約
41
㌶
に

は
、
大
型
流
通
施
設
の
立
地
を
誘
導
す
る
流

通
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
平
成
35
年
度
を
目
標
に

土
地
利
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
双
方
の
ゾ
ー
ン
に
挟
ま
れ
た
エ
リ

ア
も
、
商
業
、
産
業
振
興
、
研
究
・
業
務
、

福
祉
の
４
ゾ
ー
ン
に
設
定
。

　

様
々
な
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
未
来
の
城

陽
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
詳
細
が
決

ま
り
次
第
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

久
世
荒
内
・
寺
田
塚
本
地
区

京
都
山
城 

白
坂
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

商
業
ゾ
ー
ン
・
流
通
ゾ
ー
ン

産
業
土
地
区
画

整
理
事
業

今
後
の
発
展

国道24号

久世荒内・寺田塚本地区

新名神高速道路

京奈和自動車道
城陽JCT

至 八幡JCT・IC（仮称）

（仮称）

木津川
至 京都

城陽IC（仮称）

城
陽
市
内
で
活
躍
す
る

主
な
企
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

国道24号バイパスを挟むように立地する。奥が京都方面

国道307号バイパス沿いに立地し、アクセスも良い

木津川運動公園の背後に開発エリアが広がる

日本郵便（株）

（株）おうすの里

（株）結コーポレーション

大和リース（株）

大和リース（株）
大和リース（株）

大和リース（株）

（株）ミル総本社
（家電量販店）

（ドラッグストア）

日本郵便輸送（株）

京都エレベータ（株）

中島工業（株）

京都方面↑

奈良方面↓

（ ）貸事務所
駐車場

公 園

国
道
24
号

調整池

（ ）スーパー・飲食店
100円ショップ

【久世荒内・寺田塚本地区進出企業】
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　様々な現場を経験し、平成26年12
月に社長に就任しました。風通しの良
い職場を作るため、誰でも気軽に相談
できるよう社長室のドアは開けたまま
です。世界の高級衣料ブランドや高級
寝具メーカーからの依頼が多く、お客
様の要望と期待に応えるため、品質と
技術の向上に努め、半歩前を歩むこと
を心掛けています。
　「目の前の製品に全力で取り組むこ
とで成長がある」の信条のもと、働き
盛りの 40 〜 50 歳代の社員に課題を
設定し、自主的に取り組ませることで、
若い力を活かしたいと考えています。
　日本人ならではの美意識、色彩感覚、
高品質へのこだわりが生み出す「メイ
ドインジャパン」で、世界を相手によ
り良いものをつくってまいります。

　システムキッチン扉など水廻り商品
の部材を中心に住宅関連材料分野とラ
ンドセル芯材や燃料電池、太陽光発電
の断熱材などの非建材分野と合わせて
二本柱で発展させたいと考えています。
　社員一人ひとりが満足して働ける会
社をつくりたいので、２〜３年に一度、
全社員と面談を行っています。その場
では「悪い話を聞かせてほしい」と言い、
皆は遠慮なく、胸のうちを語ってくれる
ので、問題は早期に解決して、さらに良
い環境にする努力を重ねています。
　苦難の時に採用を控えており、中堅
社員が少ないので若手をしっかり鍛え
ていきます。また平成 28 年に創業 50
周年を迎え、大きな節目の年となります。
次の世代・次の 50 年を見据え、若い世
代と共に成長する企業を目指します。

　当社の主力である産業用照明器具、
道路・トンネル照明器具は LED へと
次々に換わっているため、そのニーズ
に応えていきます。ただし、単に光源
が変わるだけではなく、当社のこれま
でのノウハウを活かし、設置する環境
や利用される内容などを考慮して、よ
り快適で適正な明かりの環境をつくる
ことで、皆様のご期待以上に満足いた
だけるよう努めてまいります。
　社会に貢献するため、新技術に挑戦
するためには、「人」が必要です。会
社の成長のためにも、地域を豊かに活
気づけるためにも、人材育成を重要視
しています。私たちは、明かりと情報
を提供することで、社会の安全・安心
を実現し、世の中の役に立てるよう、
努力を続けてまいります。

　先輩や上司の技を盗んで体得すると
いう、これまでの技術の修得方法も大
切ですが、これからはもっとオープン
に教えて、誰もが学べる環境を整えて
いく必要があると思います。また、しっ
かりとした知識を持ち、常に頭の中で
考えながら計算して、経験を重ねてい
けば、若くても素晴らしい製品がつく
れます。そんな社員が増えているので、
誰もが技術や経験を共有でき、自らの
成長に繋がる企業にしたいと思います。
　平成 27 年に社長に就任して、まだ
まだ学び教わることばかり。様々な企
業からお声をかけていただいており、
その期待と要望に応えるために、既成
概念にとらわれず、熟練の経験と若さ
の情熱を活かして、どんなことにもた
めらうことなく挑戦してまいります。

黒
川
ダ
イ
ド
ウ
株
式
会
社

富
士
高
分
子
株
式
会
社

星
和
電
機
株
式
会
社

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ株式

会
社
山
岡
製
作
所

杉
本 

德
行

田
代 

加
平

増
山 

晃
章

山
岡 

靖
尚

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

ペ
ー
ジ

８

ペ
ー
ジ

10

ペ
ー
ジ

９

ペ
ー
ジ

11
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　自動車メーカーが求める内容も年々
高度で多面的になり、あらゆる車種に
対応できる自動運転ロボットや、まる
で人間のようにスイッチ類を操作でき
るようなロボットを開発してほしいと
いうようなものまであります。今以上
にさらに開発力を高めて、技術者が自
由に研究できる環境を整えるために、
今年７月に京都山城白坂テクノパーク
に移転を予定しています。
　近年、電波関係の試験項目も増えて
おり、電波に影響の出ない自動検査装
置の開発も喫緊の課題です。まだまだ
やることが多く、期待に応えられるよ
うに開発を続けていきますが、ぜひ女
性の感性と感覚を取り入れたいので、
女性の研究者、エンジニア、管理職の
採用も積極的に行ってまいります。

　LED 基盤となるサファイヤガラスや
半導体は、表面を鏡面にする研磨加工
が必要で、薬品を混ぜた水に砥粒を入
れた遊

ゆ う り と り ゅ う

離砥粒で加工するのが一般的で
す。しかし、加工に時間がかかり、設
備や環境面でも手間がかかっています。
これを固定砥粒で行うことができれば、
速く、短時間で加工でき、自動化も簡
単で、環境面にも配慮できます。これ
までの超砥粒砥石で得たノウハウを活
かし、ぜひこの分野での研磨加工を実
現したいと考えています。
　また中国・上海に設立した現地法人
が 10 年目を迎え、我々の砥石を必要
とする技術力を持った企業が成長しつ
つあるため、現地で高品質な製品が安
定して生産できるように、努めていき
たいと考えています。

　一般の衣料を見ても、ラメ糸が使わ
れているものが少ないのが現状です。
少し視点を変えれば、エンジンの V ベ
ルトにも、土嚢袋にもラメ糸は使われて
いません。キラキラ光る理由がないから、
当然なわけですが、それなら理由付け
を考えれば、ラメ糸を使ってもらえる可
能性は高まります。これは逆にチャンス
なのです。
　例えば、食べられるラメ糸があって
もいい。何年か未来にパスタやサラダ
がキラキラしていることは、当たり前に
なっているかもしれません。だから、空
飛ぶじゅうたんのラメ糸や、アンチエ
イジングのラメ糸など、自分の中で考
えを縛らず、お客様のご要望には「で
きない」とは言わず、常に柔軟な発想で、
様々な事象に取り組んでまいります。

　「一人ひとりがやりたい仕事に打ち込
む」。創業以来、我が社が大切にしてき
たものづくりへの姿勢です。
　電子部品や半導体の検査装置をはじ
め、すべての製品は、お客様が求める
性能や内容によって異なります。つまり、
すべてがオーダーメイドなので、製造
も、技術も、営業も、毎回新しいものを
手掛けており、それをつくる喜びと感動
を知っています。これが高度な技術力、
正確で力強い製造力になり、優れた製
品を生み出します。
　将来の展望として、景気の影響を受
けることなく、ものづくりができる環境
を整えるために、ライフサイエンス、再
生エネルギーなど異業種への参入にも
力を入れたいと考えています。

株
式
会
社
ピ
ー
マ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
ミ
ズ
ホ

こ
の
先
に
、思
う
こ
と
。

泉
工
業
株
式
会
社

応
用
電
機
株
式
会
社

北
川 

俊
明

森
山 

国
治

福
永  

均

茶
屋 

誠
一

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

ペ
ー
ジ

12
ペ
ー
ジ

13

ペ
ー
ジ

15
ペ
ー
ジ

14
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協
力
会
社
の
工
場
の
借
り
受
け
か
ら
、
自

社
工
場
の
設
立
な
ど
、
成
長
と
発
展
を
繰
り

返
し
、
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
基
盤
が
整
っ
た

昭
和
32
年
、
本
州
と
九
州
を
結
ぶ
関
門
ト
ン

ネ
ル
の
照
明
に
挑
戦
す
る
。「
た
か
が
京
都

　

身
近
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
名
神
高
速
道

路
の
天
王
山
ト
ン
ネ
ル
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
、

京
都
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
道
路
情
報
表

示
シ
ス
テ
ム
。
さ
ら
に
化
学
工
場
に
設
置
さ

れ
る
発
火
の
要
因
に
な
ら
な
い
防ぼ

う
ば
く爆

照
明
機

器
や
、
電
磁
波
の
影
響
に
対
応
す
る
ノ
イ
ズ

対
策
製
品
な
ど
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
多
岐
に

渡
る
要
望
に
応
え
る
も
の
を
開
発
・
製
造
す

る
。
そ
ん
な
星
和
電
機
株
式
会
社
の
始
ま
り

は
、
小
さ
な
電
材
店
だ
っ
た
。

　

昭
和
40
年
に
城
陽
工
場
の
建
設
を
始
め
、

昭
和
52
年
に
は
本
社
も
移
転
し
て
、
活
動
拠

点
が
城
陽
に
集
約
さ
れ
る
。

　

高
度
経
済
成
長
と
共
に
イ
ン
フ
ラ
事
業
は

活
況
を
呈
し
、
高
速
道
路
の
電
光
式
道
路
情

報
板
、
道
路
・
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
機
器
、
民

間
工
場
の
防
爆
・
防
水
の
照
明
機
器
な
ど
、

数
多
く
の
依
頼
が
相
次
ぐ
。
そ
し
て
現
在
も

星
和
電
機
の
主
力
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

製
造
、
現
場
施
工
か
ら
、
ア
フ
タ
ー
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ま
で
一
貫
し
て
対
応
で
き
る
強
み

を
生
か
し
、
日
本
の
道
に
さ
ま
ざ
ま
な
道
路

情
報
シ
ス
テ
ム
を
提
供
。
照
明
の
分
野
で
は

専
業
メ
ー
カ
の
強
み
を
生
か
し
、
あ
ら
ゆ
る

の
町
工
場
」
と
門
前
払
い
だ
っ
た
が
、
諦
め

ず
日
参
し
て
試
作
品
を
見
て
も
ら
う
機
会
を

得
る
。
す
る
と
、
特
殊
照
明
器
具
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
注
ぎ
込
ん
だ
試
作
品
の
性
能
・
品
質
の

良
さ
に
、
担
当
者
は
驚
嘆
。
最
終
的
に
は
設

計
図
が
採
用
さ
れ
、
条
件
が
最
も
過
酷
な
海

底
部
の
受
注
が
決
定
し
、
星
和
電
機
の
名
は

全
国
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①トンネルの前に設置される情報表示システムの最終検査の様子　②多品種少ロットに対応できる
組み立て製造ラインはとても明るい　③産業用照明機器は明るく安全なLEDが主力になっている

④トンネル内に設置される照明装置の検査の様子

スタッフ一人ひとりの正確で丁寧な作業が、星和電機の
品質を支え、それが社会の安全安心につながっている

屋上庭園は四季の花や緑にあ
ふれ、社員の憩いの場に

② ③

① ④

　

戦
後
、
解
体
時
に
出
る
電
線
や
ス
イ
ッ
チ

類
を
売
っ
て
い
た
が
、
税
務
ミ
ス
等
で
昭
和

22
年（
１
９
４
７
）に
解
散
。
残
っ
た
13
人
の

社
員
が
退
職
金
を
出
し
合
っ
て
再
出
発
し
た

新
会
社
が
、
星
和
電
機
で
あ
る
。

　

昭
和
25
年
、
転
機
が
訪
れ
る
。
紡
績
工
場

の
白
熱
灯
を
蛍
光
灯
に
交
換
す
る
大
役
を
任

さ
れ
た
の
だ
。
創
業
者
で
電
気
主
任
技
術
者

だ
っ
た
増
山
義
三
郎
は
、
酢
酸
の
蒸
気
で
口く
ち

金が
ね

が
錆
び
な
い
国
産
初
の
照
明
ソ
ケ
ッ
ト
を

完
成
さ
せ
た
。
こ
れ
が
化
繊
化
学
工
業
の
工

場
で
評
判
に
な
り
、
星
和
電
機
は
メ
ー
カ
ー

と
し
て
歩
み
始
め
た
。

環
境
と
条
件
に
適
応
し
た
各
種
照
明
器
具
を

提
供
。
光
源
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
も
い
ち
早
く
取

り
組
み
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　

創
意
と
革
新
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
望

以
上
に
応
え
る
星
和
電
機
。
明
か
り
で
情
報

を
伝
え
、
明
か
り
で
安
全
安
心
を
提
供
す
る

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
、
輝
か

し
い
未
来
も
照
ら
し
て
い
る
。

城
陽

旧
24
号

城陽郵便局
Ｊ
Ｒ
奈
良
線

寺田南小

城陽警察署
24

城陽市役所

星和電機

明
か
り
で
情
報
を
伝
え
、安
心
と
安
全
を
提
供

培
っ
た
経
験
と
実
績
で
新
た
な
挑
戦

照
明
ソ
ケ
ッ
ト
で
メ
ー
カ
ー
に

関
門
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
で
全
国
区
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
積
極
的
に
展
開
し
、今
ま
で
の

経
験
と
技
術
で
革
新
の
製
品
を

星和電機株式会社
せ い わ で ん き

星和電機株式会社
［創業］ 昭和20年10月
［従業員数］463名
［資本金］33億8,000万円
［事業内容］

情報表示システム、産業用照明
機器、道路・トンネル照明機器、
ノイズ対策製品、配線保護機材、
照明用LEDモジュール製品

［本社］
城陽市寺田新池36番地
T E L 0774-55-8181
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う
に
、
職
人
が
一
枚
ず
つ
版
を
合
わ
せ
て
い

く
。
ま
た
染
料
も
事
前
に
自
動
で
調
合
し
て

い
る
が
、
刷
り
具
合
を
人
間
の
目
で
確
認
し

て
、
微
調
整
し
て
い
る
。

　

機
械
で
印
捺
す
る
前
段
階
と
し
て
、
職
人

が
綿
布
に
一
枚
ず
つ
手
捺
染
し
て
、
版
や
色

の
調
子
を
確
か
め
る
。
こ
の
サ
ン
プ
ル
を
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
が
確
認
し
、
Ｏ
Ｋ
が
出
る
ま
で

何
度
で
も
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
仕
上
が
り
の

美
し
さ
を
決
め
る
重
要
な
工
程
だ
。

　

最
大
16
版
が
セ
ッ
ト
で
き
る
オ
ー
ト
ス
ク

リ
ー
ン
捺
染
機
で
印
捺
す
る
の
だ
が
、
機
械

任
せ
で
は
な
い
。
版
ず
れ
が
起
こ
ら
な
い
よ

て
も
ら
っ
た
が
、
見
た
目
に
何
が
駄
目
な
の

か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
徹
底
し
た
品
質
管
理
と
、
一
人
ひ
と

り
が
良
い
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
、

黒
川
ダ
イ
ド
ウ
を
支
え
て
い
る
。

　

出
来
上
が
っ
た
製
品
の
端
に
、
染
め
上
げ

ら
れ
た
「m

ade in JAPAN

日
本
製
」
の

文
字
。
薄
暗
い
工
場
内
で
と
て
も
ま
ぶ
し
く
、

そ
し
て
誇
ら
し
く
見
え
た
。

　

捺
染
後
、
ス
チ
ー
マ
ー
に
通
し
て
染
料
を

蒸
着
さ
せ
、
水
洗
い
し
て
乾
燥
さ
せ
た
後
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
要
望
に
合
わ
せ
て
、
超
撥

水
・
抗
菌
・
防
臭
・
Ｕ
Ｖ
な
ど
の
機
能
加
工

を
施
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
品
質
を
確
認
す

る
重
要
な
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

検
査
台
に
セ
ッ
ト
し
た
製
品
は
、
上
か
ら

下
へ
と
流
れ
、
そ
れ
を
検
査
員
が
目
視
で
確

認
し
て
捺
染
や
加
工
の
ミ
ス
を
見
つ
け
る
。

小
さ
な
も
の
は
手
作
業
で
染
め
直
し
、
ミ
ス

が
大
き
け
れ
ば
破
棄
し
て
、
再
加
工
を
行
う

そ
う
だ
。

　

実
際
に
検
品
で
は
ね
ら
れ
た
製
品
を
見
せ

①染料づくりは自動化が進むが、最後の
調整は職人の経験と勘が大きく影響する

②オートスクリーン捺染機で版を調整する様子　③スチーマ
ーから出てくる綿布を見事な棒さばきでひとつにまとめる

④染色やデザインの仕上がりを確認するために手捺染でサン
プルを作る　⑤検査台で流れる製品を目視でチェックする

機械による自動化が進む
が、人力による作業が製
品づくりを支える

手捺染でサンプルを作り、
染色やデザインの仕上がり
を確認する

ミシンで繋いで3000㍍以上
の綿布を作る。機械に影響
するため、大切な作業だ

　

国
内
で
の
生
き
残
り
が
難
し
い
繊
維
業
界

に
お
い
て
、
捺な
せ
ん染

加
工
業
も
状
況
は
同
じ
。

し
か
し
、
黒
川
ダ
イ
ド
ウ
株
式
会
社
は
、
幾

度
の
吸
収
合
併
や
統
合
を
行
い
、
今
年
で
創

業
96
年
を
迎
え
る
。

　

現
在
、
城
陽
市
奈
島
生
口
の
１
万
坪
の
敷

地
に
、
一
貫
し
た
製
造
ラ
イ
ン
を
有
し
、
高

品
質
で
高
機
能
な
捺
染
を
行
え
る
こ
と
か
ら
、

有
名
ブ
ラ
ン
ド
や
高
級
寝
具
メ
ー
カ
ー
、
商

社
な
ど
か
ら
発
注
が
相
次
い
で
い
る
。

　

捺
染
と
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
模
様
を
生
地
に

プ
リ
ン
ト
す
る
こ
と
だ
が
、
黒
川
ダ
イ
ド
ウ

で
は
い
く
つ
も
の
工
程
を
経
て
、
製
品
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
エ
ジ
プ
ト
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど

で
織
ら
れ
た
綿め
ん
ぷ布

が
送
ら
れ
て
く
る
と
、
連

続
し
て
捺
染
で
き
る
よ
う
に
、
３
０
０
０
〜

５
０
０
０
㍍
の
長
さ
に
繋
い
で
い
く
。
そ
し

て
美
し
く
プ
リ
ン
ト
す
る
た
め
に
、
繋
い
だ

綿
布
を
様
々
な
薬
品
で
水
洗
い
し
て
糊
抜
き

す
る
精
せ
い
れ
ん
ひ
ょ
う
は
く

練
漂
白
を
行
う
。

　

洗
っ
た
布
は
収
縮
し
、
組
織
が
乱
れ
て
い

る
た
め
、
テ
ン
タ
ー
と
い
う
機
械
で
緯よ
こ
い
と糸

を

引
っ
張
っ
て
経た
て
い
と糸

も
整
え
る
こ
と
で
、
美
し

く
染
色
で
き
る
状
態
に
す
る
。

長池

黒川ダイドウ

木
津
川

アルプラザ
城陽

富野小

Ｊ
Ｒ
奈
良
線24

③

④②①

⑤

徹
底
し
た
下
準
備
が
美
し
さ
を
実
現

経
験
と
技
で
期
待
以
上
に
応
え
る

一
人
ひ
と
り
の
情
熱
が「
日
本
製
」に

「m
ade in JAPAN

」を
誇
る
、美
し
さ
と
機
能

綿
布
を
素
晴
ら
し
い
製
品
に
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
る
、捺
染
加
工
の
職
人
集
団

黒川ダイドウ株式会社
く ろ か わ

黒川ダイドウ株式会社
［創業］ 大正９年３月
［従業員数］180名
［資本金］9,900万円
［事業内容］

精練・漂白・捺染・樹脂加工
の一貫加工システムによる
各種織物の染色加工

［本社］
城陽市奈島生口18番地
T E L 0774-55-0601
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①気温や湿度などの環境で出る誤差を埋めるのが人間の経験と技　②自然と輪ができて何でも相談でき
ることがスキルアップに　③女性技師も多く活躍する　④精密な作業を行うため整理整頓された工場内

⑤ヘッドホンは防音で装着しているのではなく、金型を削るときの
音を聞き分けて、マイクロ単位で金型を加工しているそうだ

① ②

③

④

⑤

久
津
川

近
鉄
京
都
線

久
津
川
小

山岡製作所

久津川
消防分署

旧
24
号

Ｊ
Ｒ
奈
良
線 きめ細やかな人材育成の教育を実施し、学ぶ環境を整え

ることで、多くの匠を育てている。得た技能を個人に留め
るのではなく、他の人材にも広めることも欠かさない

社内規定の技能ランクが給
与に反映されるので社員の
やる気も違う

　

山
岡
製
作
所
の
金
型
が
つ
く
っ
た
も
の
だ

が
、
で
き
た
も
の
は
メ
ー
カ
ー
の
製
品
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
紙
面
で
の
紹
介
が
難
し
い
の

だ
が
、
工
場
で
は
Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
載
さ

れ
る
人
工
衛
星
の
部
品
用
金
型
や
、
新
幹
線

　
「
紙
に
穴
を
空
け
る
パ
ン
チ
と
同
じ
で
す
」

　

と
社
長
の
山
岡
氏
は
笑
顔
で
言
う
が
、
社

内
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
と
、
そ
ん
な
単
純

で
簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
金か

な
が
た型

は
、
金
属
な
ど
を
一
定
の
形

に
抜
く
の
だ
が
、
曲
げ
る
、
絞
る
、
寄
せ
曲

げ
る
と
い
っ
た
加
工
も
行
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
数
ミ
ク
ロ
ン
の
誤
差
で
、
何
万
も

の
部
品
を
造
り
続
け
る
。
優
秀
な
金
型
が
あ

る
か
ら
、
高
品
質
な
成
形
品
を
安
定
し
て
生

産
で
き
る
。「
も
の
づ
く
り
ニ
ッ
ポ
ン
」
を

実
現
し
た
の
は
、
金
型
の
お
陰
と
い
っ
て
も

過
言
で
な
い
。

　
「
企
業
は
人
な
り
」
を
掲
げ
、
社
員
一
人

ひ
と
り
が
技
能
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
教
育

環
境
を
整
え
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
顕
著
で
、

国
家
資
格
取
得
は
も
ち
ろ
ん
、
厚
労
省
や
京

都
府
な
ど
の
「
現
代
の
名
工
」
に
、
多
く
の

社
員
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　

工
場
を
見
学
し
て
い
た
と
き
に
、
数
名
の

社
員
が
集
ま
っ
て
話
し
て
い
る
場
面
に
何
度

も
出
く
わ
し
た
。
何
で
も
相
談
し
、
個
人
が

有
す
る
「
匠
の
技
」
を
共
有
す
る
。
技
術
の

育
成
と
継
承
は
、
日
々
の
仕
事
の
中
で
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
。

　

山
岡
製
作
所
は
、
プ
レ
ス
装
置
も
独
自
に

開
発
し
、
さ
ら
に
製
品
を
量
産
す
る
ラ
イ
ン

の
部
品
用
精
密
金
型
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

過
去
に
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
打
ち
抜

き
装
置
を
開
発
し
、
世
界
シ
ェ
ア
の
80
％
を

誇
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
だ
が
こ
の
事
例
で
分

か
る
よ
う
に
、
製
造
さ
れ
な
け
れ
ば
役
目
を

終
え
る
の
も
金
型
の
運
命
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
山
岡
製
作
所
で
は
、
人
材
育
成
に

も
っ
と
も
力
を
注
い
で
い
る
。

　

株
式
会
社
山
岡
製
作
所
は
、
昭
和
13
年
（

１
９
３
８
）
に
京
都
市
左
京
区
に
創
業
し
、

昭
和
37
年
に
城
陽
市
に
組
立
工
場
、
プ
レ
ス

工
場
を
、
昭
和
45
年
に
は
本
社
も
移
転
さ
せ
、

現
在
は
宇
治
田
原
町
に
も
工
場
を
構
え
る
。

　

創
業
時
は
プ
レ
ス
部
品
の
製
造
だ
っ
た
が
、

勤
勉
で
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
、
京

都
の
名
だ
た
る
メ
ー
カ
ー
か
ら
声
が
か
か
り
、

そ
の
期
待
以
上
の
結
果
を
残
し
な
が
ら
、
金

型
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
成
長
し
た
。

ま
で
、
設
計
開
発
し
て
お
り
、
メ
ー
カ
に
代

わ
っ
て
部
品
や
製
品
な
ど
の
製
造
も
行
う
。

川
上
か
ら
川
下
ま
で
を
一
貫
し
て
請
け
負
う

こ
と
で
、
よ
り
高
精
度
な
も
の
づ
く
り
が
で

き
る
た
め
、
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

高
精
度
な
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
精
鋭
集

団
の
、
未
来
の
日
本
の
「
カ
タ
チ
」
づ
く
り

に
、
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
未
来
の「
カ
タ
チ
」づ
く
り
を
支
え
る

山
岡
イ
ズ
ム
を
継
承
し
、発
展

丁
寧
な
仕
事
が
、金
型
づ
く
り
に

ロ
ケ
ッ
ト
や
新
幹
線
を
支
え
る
金
型

匠
の
技
と
経
験
で
生
ま
れ
た
金
型
か
ら

日
本
企
業
の
も
の
づ
く
り
が
始
ま
る

株式会社山岡製作所
や ま お か せ い さ く し ょ

株式会社 山岡製作所
［創業］ 昭和29年11月
［従業員数］180名
［資本金］6,240万円
［事業内容］

超精密プレス金型・電子部品
製造装置の開発及び製作、
精密プレス加工

［本社］
城陽市平川横道93
T E L 0774-55-8500
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①エンドレスダップ積層シートの納品作業　②④ダップ製品の検査は必ず人の触覚と目視で行う　
③多くの化学製品を扱うため臭気やガスを検知し、無害化する装置が設置されている

⑤⑥含浸紙とボードをプレスするラインは自動化されているが、小
ロットの要望に応えるために手作業のラインもある

① ② ⑤

⑥③ ④

城陽市
総合運動公園

富士高分子

アイリス
イン城陽

東城陽
ゴルフ倶楽部256

撮影に協力していただいたのだが、休憩時間の雑談は
こんな感じとか。自然と笑みがこぼれるのは、風通し
のいい職場の証し

張り紙に感心して写真に納
めていく取引先の担当者も
いるとか

　

ダ
ッ
プ
製
品
の
製
造
工
程
は
、
と
て
も
シ

ン
プ
ル
だ
。
自
社
製
造
の
不
飽
和
ポ
リ
エ
ス

テ
ル
と
ダ
ッ
プ
樹
脂
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
こ

の
樹
脂
に
模
様
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
紙
を
浸

透
さ
せ
て
、含が
ん
し
ん
し

浸
紙
を
つ
く
る
。こ
れ
を
パ
ー

チ
ク
ル
ボ
ー
ド
に
重
ね
て
高
圧
で
プ
レ
ス
す

れ
ば
、
ハ
イ
ダ
ッ
プ
パ
ネ
ル
が
出
来
上
が
る
。

　

工
程
が
簡
素
な
ほ
ど
、
高
度
で
専
門
的
な

技
術
、
数
値
、
手
法
、
経
験
、
情
報
な
ど
が

必
要
に
な
る
。
接
着
剤
を
使
わ
ず
に
、
含
浸

紙
と
ボ
ー
ド
を
圧
力
だ
け
で
接
着
で
き
て
し

ま
う
こ
と
が
、
富
士
高
分
子
の
す
ご
さ
を
物

語
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
国
内
シ
ェ
ア
55
％
を

占
め
る
結
果
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

が
ち
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
、
思
わ
ず
自
戒

し
て
し
ま
う
も
の
ば
か
り
。

　

思
っ
て
い
て
も
言
え
な
い
こ
と
が
、
人
間

関
係
を
悪
く
す
る
。
働
く
環
境
も
自
分
た
ち

で
変
え
て
い
く
姿
勢
に
、
会
社
に
雇
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
働
き
が

利
益
を
生
ん
で
い
る
こ
と
の
自
覚
、
さ
ら
に

ダ
ッ
プ
製
品
に
対
す
る
思
い
や
、
も
の
づ
く

り
へ
の
情
熱
を
垣
間
見
た
。

　

正
面
玄
関
、
来
客
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

会
議
室
な
ど
、
社
内
の
あ
ち
こ
ち
に
様
々
な

張
り
紙
が
貼
っ
て
あ
る
。
そ
の
中
の
一
枚
に

は
、
新
人
か
ら
上
司
や
先
輩
に
対
す
る
要
望
、

上
司
や
先
輩
か
ら
新
人
に
対
す
る
忠
告
が
記

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
や
り

　

ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
宇
宙
空
間
で
の
使
用
に
耐

え
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
ジ
ア

リ
ル
フ
タ
レ
ー
ト
樹
脂
を
、
板
と
一
体
化
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
ダ
ッ
プ
樹
脂
化
粧
板

を
実
用
化
さ
せ
た
富
士
高
分
子
株
式
会
社
。

　

こ
の
ダ
ッ
プ
製
品
は
、
衝
撃
や
高
熱
に
強

く
て
電
気
を
通
さ
ず
、
加
工
に
優
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
処
分
時
に
有
毒
ガ
ス
を
発
生
し
な
い

た
め
、
浴
室
や
キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
住
宅
建
材

と
し
て
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）、
城
陽
市
寺
田

大
谷
に
、
ダ
ッ
プ
製
品
の
ハ
イ
ダ
ッ
プ
シ
ー

ト
を
生
産
す
る
た
め
、
富
士
高
分
子
は
創
業

し
た
。
翌
年
に
は
ハ
イ
ダ
ッ
プ
パ
ネ
ル
の
生

産
も
始
ま
り
、
名
だ
た
る
住
宅
メ
ー
カ
ー
や

家
具
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
注
文
が
相
次
い
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
季
節
性
商
品
で
あ
る
家
具
調

コ
タ
ツ
や
学
習
机
を
製
造
販
売
し
て
い
た
事

業
の
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
、
経
営
の
急
激

な
多
角
化
が
自
ら
を
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
富
士
高
分
子
を
愛
し
、
自
社
製

品
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
い
る
社
員
が
立

ち
上
が
っ
た
。
自
力
再
生
を
目
指
し
、
事
業

を
ダ
ッ
プ
製
品
の
生
産
に
集
中
さ
せ
た
。
そ

し
て
、
全
て
の
株
式
を
社
員
の
保
有
に
し
、

筆
頭
株
主
を
従
業
員
組
合
に
し
て
、
経
営
を

ガ
ラ
ス
張
り
に
し
た
。

　

本
当
に
苦
し
い
時
も
あ
っ
た
が
、
社
員
を

一
人
も
退
職
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
自
力
再
生

を
果
た
し
た
。
平
成
14
年
、
富
士
高
分
子
は
、

社
員
一
丸
と
な
っ
て
会
社
を
立
て
直
し

簡
素
ゆ
え
に
真
似
で
き
な
い
ダ
ッ
プ
製
品

自
分
達
の
会
社
だ
か
ら
意
識
も
変
わ
る

社
員
一
丸
で
自
力
再
生
し
た
力
が
製
品
を
育
む

衝
撃
や
高
熱
に
強
く
電
気
を
通
さ
な
い

環
境
配
慮
の
ダ
ッ
プ
製
品
で
未
来
を
築
く

富士高分子株式会社
ふ   じ こ う ぶ ん し

富士高分子株式会社
［創業］ 昭和41年
［従業員数］152名
［資本金］3,000万円
［事業内容］

住宅関連商品・工業材料・
ハイテク関連製品の開発、
製造、販売

［本社］
城陽市寺田大谷135-1
T E L 0774-53-3131
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①着色したフィルムをマイクロスリッターでカットする　②撚糸を別の枠に巻きつけて糸を張ることで安定
させる　③撚糸の作業中にゴミやホコリがないかチェックして、手作業で取り除く

④マイクロスリッターでカットした糸を巻取機で巻き取るが、何十
台の機械を数人で管理する

① ②

③

④

山
城
青
谷

青
谷
郵
便
局

24 Ｊ
R
奈
良
線307

泉工業

ポリエステルに金色を着色している 靴につけられた水玉模様も、アップで見ると金
銀糸で織って模様になっていることが分かる。
着物の柄も折り込んで美しさを出している

　

和
紙
に
金
箔
や
銀
箔
を
貼
っ
て
、
糸
状
に

断
裁
し
た
も
の
が
金き
ん
ぎ
ん
し

銀
糸
と
呼
ば
れ
、
着
物

の
装
飾
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
。
金
箔
の
接
着

に
使
う
漆
う
る
し

が
乾
く
に
は
、
湿
度
が
高
く
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
木
津
川
か
ら
の
湿
っ
た
風
が

吹
く
城
陽
に
職
人
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
、
金

銀
糸
の
産
地
の
始
ま
り
だ
と
か
。　
　

　

現
在
の
金
銀
糸
は
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
を
着

色
し
た
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
驚
く
こ
と

に
国
内
シ
ェ
ア
の
約
50
％
が
城
陽
市
内
で
製

造
さ
れ
て
お
り
、
加
工
業
も
含
め
る
と
約
50

社
に
な
る
そ
う
だ
。

　

城
陽
商
工
会
議
所
は
、
色
・
形
状
・
素
材

の
組
み
合
わ
せ
で
無
限
に
広
が
る
金
銀
糸
を
、

そ
の
煌き
ら

め
き
で
次
代
を
彩
る
「
燦さ
ん
さ
い
し

彩
糸
」
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
異
業
種
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
商
品
開
発
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
泉
工
業
は
「
チ
ー

ム
・
キ
ラ
キ
ラ
＋
10
％
」
を
提
唱
。
衣
服
や

　

着
色
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
約
10
セ
ン
チ
幅
に

カ
ッ
ト
さ
れ
、
そ
れ
を
マ
イ
ク
ロ
ス
リ
ッ

タ
ー
で
糸
状
に
カ
ッ
ト
す
る
。
こ
れ
を
芯
糸

に
機
械
で
巻
き
付
け
て
撚ね
ん
し糸

に
す
る
と
、
キ

ラ
キ
ラ
し
た
金
銀
糸
が
出
来
上
が
る
。

　

糸
の
太
さ
は
０
・
１
５
ミ
リ
ま
で
細
く

カ
ッ
ト
で
き
、
好
み
の
糸
を
巻
き
付
け
る
こ

と
で
、
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
や
輝
き
の
金
銀
糸

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
泉
工
業
で
は
、
自
社

の
既
製
品
の
販
売
よ
り
、
個
々
の
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
要
望
に
応
え
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
金

銀
糸
を
つ
く
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。
日
々

の
製
造
の
中
で
新
た
な
発
見
も
多
く
、
泉
工

業
の
金
銀
糸
は
、
常
に
進
化
し
て
い
る
。

　

泉
工
業
株
式
会
社
は
、
昭
和
39
年
に
創
業

し
、
ほ
ぼ
全
て
の
工
程
を
自
社
で
行
え
る
社

内
一
貫
生
産
体
制
が
整
っ
た
、
市
内
唯
一
の

金
銀
糸
メ
ー
カ
ー
だ
。

　

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
糸
で
織
っ
た
布
は
、
薬

品
で
溶
か
し
て
細
く
す
る
こ
と
で
、
肌
ざ
わ

り
や
風
合
い
が
良
く
な
る
。
し
か
し
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
の
金
銀
糸
は
薬
品
に
弱
く
、
色
落
ち

す
る
の
で
使
い
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
泉
工
業
は
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
「
ジ
ョ
ー
テ
ッ
ク
ス
」
を
世
界
で
初
め

て
開
発
し
た
。
こ
の
金
銀
糸
は
瞬
く
間
に
支

持
さ
れ
、
和
装
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
有
名
ブ

ラ
ン
ド
や
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
と
の
取
り
引

き
が
始
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
分
散
染
料
で
染

め
る
と
金
銀
の
輝
き
を
失
っ
て
し
ま
う
た
め
、

ど
ん
な
条
件
で
も
美
し
さ
を
保
て
る
製
品
の

開
発
は
、
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。　

ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
身
の
ま
わ
り

も
の
に
10
％
の
キ
ラ
キ
ラ
を
増
や
す
活
動
で
、

人
や
暮
ら
し
が
キ
ラ
キ
ラ
す
れ
ば
、
気
持
ち

も
明
る
く
な
っ
て
笑
顔
に
な
り
、
ま
ち
や
地

域
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

格
好
も
笑
顔
も
キ
ラ
キ
ラ
し
た
市
民
で

い
っ
ぱ
い
の
城
陽
市
。
今
ま
で
に
な
い
ま
ち

の
活
性
化
の
糸
口
に
期
待
し
た
い
。

金
銀
糸
で
ま
ち
も
暮
ら
し
も
キ
ラ
キ
ラ
に笑

顔
も
城
陽
も
キ
ラ
キ
ラ
を
目
指
す

薬
品
に
強
い
金
銀
糸
を
独
自
開
発

要
望
に
合
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
製
造

薬
品
に
強
い
金
銀
糸
を
独
自
開
発

ど
ん
な
要
望
に
も
全
力
で
挑
戦
す
る

泉工業株式会社
いずみ こ う ぎ ょ う

泉工業株式会社
［創業］ 昭和39年５月
［従業員数］16名
［資本金］1,100万円
［事業内容］

金銀糸の開発、製造、販売
［本社］

城陽市市辺西川原19
T E L 0774-52-0709
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株式会社ピーマックス

①②③企画・設計をして、外部で加工した製品の組立や通電、調整を社内で行う
⑤ピーマックスで開発した制御用プリント基板　⑥会社の頭脳が集中する企画設計部　

④クルマに自動運転ロボットを設置すれば、エンジンのオンオフから
ギアチェンジまであらゆる操作を正確に何度でも行う

① ②

③

④

⑤ ⑥

旧
24
号

城陽郵便局
Ｊ
Ｒ
奈
良
線

ピーマックス

寺田南小

城陽
警察署

城陽市役所
城
陽

24 様々な動きをスムーズに実行させるためのメカ設計、
プログラムで実行制御するソフト開発、指示を集約す
る電子回路設計を結集して試験装置が開発されている

新社屋のイメージイラスト

り
に
何
万
回
で
も
繰
り
返
し
行
っ
て
く
れ
る
。

　

他
に
も
エ
ン
ジ
ン
性
能
、
排
気
ガ
ス
の
測

定
、
ボ
デ
ィ
強
度
や
耐
久
性
な
ど
、
自
動
車

や
エ
ン
ジ
ン
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
要
望
に

合
わ
せ
た
試
験
装
置
を
開
発
し
、
製
作
す
る
。

　

社
内
で
は
、
企
画
、
設
計
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
行
い
、
部
品
や
パ
ー
ツ
な
ど
の
製
造

は
外
部
で
委
託
製
作
し
て
い
る
た
め
、
小
さ

な
ビ
ル
で
も
十
分
な
対
応
が
で
き
て
い
た
。

だ
が
、
そ
れ
も
こ
れ
ま
で
の
話
で
あ
る
。

　

自
動
車
は
開
発
段
階
で
、
テ
ス
ト
コ
ー
ス

を
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
、
様
々
な
操
作
を
繰

り
返
し
て
、
性
能
や
耐
久
性
を
調
べ
る
。
今

ま
で
は
テ
ス
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
し
て
い

た
が
、
ピ
ー
マ
ッ
ク
ス
の
自
動
運
転
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
は
、
ク
ラ
ッ
チ
操
作
や
ギ
ア

チ
ェ
ン
ジ
、
ア
ク
セ
ル
の
開
閉
や
急
ブ
レ
ー

キ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
操
作
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
通

エ
ン
ジ
ン
ダ
イ
ナ
モ
な
ど
の
試
験
設
備
の

整
っ
た
新
社
屋
が
完
成
す
る
。

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
電
気
自
動
車
や
水
素

自
動
車
、
さ
ら
に
自
動
運
転
と
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
、
ピ
ー
マ
ッ
ク
ス
に
対
す

る
要
望
も
難
易
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
か
。

　

自
動
車
の
安
全
性
や
省
燃
費
を
支
え
る
試

験
装
置
が
、
新
た
な
拠
点
か
ら
誕
生
す
る
こ

と
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

完
成
し
た
試
験
装
置
は
、
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
試
験
室
に
持
ち
込
ん
で
か
ら
、
微
調
整

や
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
。
ベ
テ
ラ

ン
技
術
者
な
ら
現
場
で
も
十
分
対
応
で
き
る

が
、
新
人
は
か
な
り
大
変
だ
っ
た
と
か
。
ま

た
事
前
の
ト
ラ
イ
ア
ル
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
製
品
の
性
能
は
上
が
り
、
若

手
も
早
く
技
術
を
修
得
で
き
る
。

　

ピ
ー
マ
ッ
ク
ス
で
は
世
代
交
代
の
時
期
に

差
し
掛
か
り
、
若
手
社
員
も
増
え
て
き
て
い

た
。
そ
こ
で
、
平
成
28
年
７
月
に
京
都
山
城

白
坂
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
（
城
陽
市
）
へ
の
移
転

を
予
定
し
て
お
り
、
シ
ャ
ー
シ
ロ
ー
ラ
ー
や

　

城
陽
市
役
所
近
く
の
住
宅
街
。
元
生
命
保

険
会
社
だ
っ
た
２
階
建
て
の
小
さ
な
ビ
ル
に
、

国
内
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
全
幅
の
信
頼
を

寄
せ
る
試
験
装
置
を
つ
く
る
メ
ー
カ
ー
が
あ

る
と
は
、
す
ぐ
に
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
３
月
、
城
陽
市

に
本
社
を
お
く
検
査
機
器
メ
ー
カ
ー
が
倒
産

す
る
。
路
頭
に
迷
っ
た
の
は
社
員
だ
け
で
な

く
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
修
理
や
調
整
を
待

つ
同
社
の
試
験
装
置
も
同
じ
だ
っ
た
。
さ
ら

に
中
国
で
は
、
港
で
荷
解
き
を
待
つ
試
験
装

置
も
行
き
場
を
失
っ
て
い
た
。

　

自
分
た
ち
が
手
掛
け
た
機
器
を
そ
の
ま
ま

に
で
き
な
い
と
、
８
人
の
社
員
が
立
ち
上
が

り
、
最
後
の
仕
事
を
務
め
た
。
８
人
は
安
心

し
て
再
就
職
先
を
探
せ
る
と
思
っ
た
の
だ
が
、

自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
、
こ
う
言
わ
れ
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
面
倒
み
て
く
れ
る
よ
ね
」

　

こ
う
し
て
同
年
10
月
、
株
式
会
社
ピ
ー
マ

ッ
ク
ス
は
創
業
し
た
の
で
あ
る
。

果
た
し
た
責
任
が
信
頼
さ
れ
て
創
業

自
動
運
転
ロ
ボ
や
試
験
装
置
を
開
発

設
備
の
整
っ
た
新
社
屋
で
さ
ら
に
飛
躍

少
数
精
鋭
で
自
動
車
の
安
全
安
心
を
支
え
る

自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
全
幅
の
信
頼
を

寄
せ
る
試
験
装
置
を
開
発
・
製
造
す
る

株式会社ピーマックス
［創業］ 平成11年10月
［従業員数］25名
［資本金］1,000万円
［事業内容］

各種自動車・農業機械。建設
機械用試験機の開発・設計・
製造・販売

［本社］
城陽市寺田東ノ口44番地54
T E L 0774-53-1119
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①②③回路設計から基板実装・通電調整まで一貫して社内で行われており、１枚から設計製造する　
④充実した設備内でメカ組立も行われ、高精度で高密度の機器が製作されている

⑤女性ならではのきめ細やかな対応と気づきが、応用電機の重要
な戦力で、地元から多くの従業員が働いているそうだ

① ②

④

③

⑤

応用電株式会社
［創業］ 昭和35年１月
［従業員数］510名
［資本金］7,221万円
［事業内容］

電子・光学を応用した測定・計測
機器、メカトロ機器、医用機器の
開発、設計、製造

［本社］
城陽市平川中道表63-1
T E L 0774-52-0001

古
川
小

久
津
川

近
鉄
京
都
線

京都
きづ川病院

応用電機

24

小ロット多品種の製品が大半を占めるため、
人間による手作業と検査は欠かせない。

社員一人ひとりが専門知識を身につけ、
きめ細やかなサポートを心がけている

　

様
々
な
企
業
の
期
待
に
応
え
て
い
く
な
か

で
、
高
い
ス
キ
ル
と
豊
富
な
経
験
が
自
然
と

蓄
積
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
の
形
に
し

た
の
が
、
電
子
部
品
や
半
導
体
部
品
の
検
査

装
置
で
、
こ
れ
が
様
々
な
顧
客
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
、
応
用
電
機
の
核
に
な
っ
て
い
る
。

　

国
道
24
号
バ
イ
パ
ス
を
京
都
市
内
方
面
に

向
け
て
車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
、
左
に
見
え

る
「
Ｏ
Ｙ
Ｏ
」
の
文
字
。
応
用
電
機
株
式
会

社
は
、
最
先
端
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
を

支
え
る
半
導
体
検
査
装
置
を
は
じ
め
、
常
時

１
０
０
０
種
に
及
ぶ
製
品
を
手
掛
け
る
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。

　

主
力
の
計
測
・
制
御
機
器
で
も
、
何
を
ど

れ
ぐ
ら
い
計
測
す
る
か
に
よ
っ
て
、
開
発
・

設
計
か
ら
機
械
加
工
、
表
面
実
装
、
組
立
ま

で
、
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
な
る
。
一
品

生
産
や
少
量
生
産
の
製
品
が
ほ
と
ん
ど
な
の

で
、
あ
り
き
た
り
な
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は
対
応
で

き
ず
、
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
「
早
く
欲

し
い
」
に
も
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
応
用
電
機
で
は
一
人
ひ
と
り
が
得
意
分

野
を
活
か
し
な
が
ら
、
他
部
署
の
ス
タ
ッ
フ

と
連
携
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
挑
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
し
て

　

さ
ら
に
近
年
は
「
パ
ワ
ー
半
導
体
検
査
装

置
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
パ
ワ
ー
半
導
体

と
は
、
電
気
の
直
流
を
交
流
に
変
換
し
た
り
、

周
波
数
を
変
え
た
り
、
電
気
の
制
御
や
供
給

を
行
う
ス
イ
ッ
チ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

半
導
体
。
家
電
製
品
の
小
型
化
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
、
今
後
さ
ら

に
需
要
が
高
ま
る
な
か
、
応
用
電
機
に
も
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）
に
京
都
市
上
京

区
に
創
業
し
、
左
京
区
八
瀬
に
本
社
工
場
を

設
立
後
、
昭
和
60
年
に
城
陽
工
場
を
開
設
し
、

平
成
13
年
に
城
陽
に
本
社
機
能
を
移
転
。
現

在
で
は
熊
本
、
浜
松
、
相
模
原
に
工
場
を
、

さ
ら
に
３
つ
の
子
会
社
を
抱
え
る
ま
で
に
成

長
し
て
い
る
。

　

最
初
は
、
電
子
機
器
の
小
さ
な
組
立
会
社

だ
っ
た
。
実
直
で
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
が
評
価

さ
れ
、
京
都
の
名
だ
た
る
企
業
か
ら
次
々
と

依
頼
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。
自
ら
が
主
体
に

な
る
の
で
は
な
く
、
お
客
様
に
尽
く
す
こ
と

だ
け
を
考
え
て
い
た
そ
う
で
、「
皆
様
に
育

て
て
い
た
だ
い
た
」
と
い
う
謙
虚
な
姿
勢
は
、

今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

い
る
の
が
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
姿
勢
だ
。

も
の
づ
く
り
に
か
け
る
「
心
」、
お
客
様
と

共
に
喜
ぶ
「
心
」
が
、
応
用
電
機
の
最
先
端

の
技
術
を
支
え
る
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

時
代
が
移
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
心
で
、
お

客
様
と
時
代
が
求
め
る
も
の
づ
く
り
に
挑
戦

す
る
。
そ
し
て
、
心
を
込
め
た
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
で
最
先
端
を
実
現
し
て
い
く
の
だ
。

検
査
装
置
が
出
し
た
答
え
が
未
来
を
つ
く
る

心
を
込
め
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

お
客
様
に
尽
く
し
、育
て
て
い
た
だ
い
た

計
測
・
制
御
機
器
を
核
に
展
開

お
客
様
と
時
代
が
求
め
る
も
の
づ
く
り

に
変
わ
ら
ぬ
心
で
挑
戦
す
る

応用電機株式会社
お う よ う で ん き
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株式会社ミズホ

①工場内は機械ごとに空調ダクトが設置され、冷暖房が効いた環境が整っている　②ガス炉で入れる砥石を並べる様子は陶房のようだ
③⑥焼成した砥石を用途に合わせて成形する　④焼成するための巨大なガス炉　⑤製品の状態をマイクロスコープで確認する

①

④

② ③

⑤ ⑥

旧
24
号

城陽郵便局
Ｊ
Ｒ
奈
良
線

寺田南小

城陽
警察署

城陽市役所

ミズホ

城
陽

24
回転させて使用するため、
砥石の中心に穴を空けて
いる

抜き取り検査の様子。圧力
計で製品の強度を測り、安
全性を確認

検品作業の様子。どの部
署でも女性が多く活躍し
ている

　

朝
鮮
戦
争
が
始
ま
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
特
需

で
自
動
車
業
界
が
活
気
づ
く
と
、
ミ
ズ
ホ
へ

も
注
文
が
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
高

度
な
性
能
を
要
求
さ
れ
、
昭
和
27
年
に
砥
石

業
界
で
は
初
め
て
通
産
省
の
助
成
を
受
け
て
、

日
本
初
の
超
仕
上
砥
石
の
開
発
に
成
功
す
る
。

「
超
仕
上
加
工
し
な
い
は
製
品
と
し
て
世
界

で
通
用
し
な
い
」
と
言
わ
れ
、
ミ
ズ
ホ
に
注

文
が
殺
到
し
た
そ
う
だ
。

ボ
」
を
開
設
し
た
。
こ
こ
で
は
ベ
テ
ラ
ン
か

ら
若
手
ま
で
、
新
た
な
可
能
性
を
探
る
た
め

に
、
継
続
し
た
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

ベ
ア
リ
ン
グ
加
工
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

も
と
に
、
半
導
体
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
基
盤
の
サ
フ
ァ

イ
ヤ
ガ
ラ
ス
の
研
磨
加
工
を
固
定
砥
粒
で
行

う
こ
と
に
挑
戦
す
る
ミ
ズ
ホ
に
、
熱
い
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ミ
ズ
ホ
は
、
さ
ら
な
る
高
性
能
・
高
効
率

に
対
す
る
要
望
に
応
え
、
難な

ん
さ
く
ざ
い

削
材
に
も
対
応

す
る
た
め
に
、
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
に
平

成
23
年
８
月
に
「
ミ
ズ
ホ
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ

　

砥
石
は
成
熟
産
業
と
言
わ
れ
、
製
造
技
術

は
一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
城
陽
の

京
都
工
場
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
う
と
、
砥
石

用
微
粉
に
結
合
材
を
混
ぜ
、
高
圧
で
押
し
固

め
た
も
の
を
、
窯
で
燃
成
さ
せ
る
。
こ
れ
を

用
途
に
合
わ
せ
て
加
工
し
て
い
く
。

　

製
造
方
法
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
技
術
と
経
験
の
蓄
積
が
な
け
れ
ば
高
性

能
で
高
品
質
の
製
品
は
で
き
な
い
。
完
成
し

た
砥
石
に
は
無
数
の
微
細
な
孔
が
あ
り
、
研

磨
の
熱
を
逃
が
し
て
、
削
ら
れ
た
本
体
の
微

粒
子
を
吸
収
す
る
。
こ
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス

が
、
ミ
ズ
ホ
品
質
な
の
だ
。

　

ど
の
部
門
で
も
多
く
の
方
が
働
い
て
い
る
。

誰
も
が
手
作
業
で
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧
に
作
る

こ
と
で
、
小
ロ
ッ
ト
多
品
種
と
い
う
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
要
望
に
応
え
て
い
た
。

　

機
能
を
高
め
、
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
重

要
な
の
は
、
摩
擦
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
る
。

株
式
会
社
ミ
ズ
ホ
は
、
精
密
研
削
砥
石
の
老

舗
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
か
ら
86
年
を
数
え
、

こ
れ
ま
で
に
様
々
な
砥
石
を
開
発
。
ベ
ア
リ

ン
グ
を
メ
イ
ン
に
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど

か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
て
い
る
。

　

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）、
大
阪
の
玉
造

で
砥
石
の
販
売
を
始
め
た
森
山
國
松
が
、
昭

和
８
年
に
現
在
の
京
都
工
場
の
あ
る
城
陽
市

に
砥
石
製
造
所
を
開
設
。
昭
和
13
年
に
砥
石

を
研
究
し
て
い
た
川
上
源
作
を
迎
え
る
と
、

ベ
ア
リ
ン
グ
製
造
用
精
密
砥
石
の
製
造
販
売

に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
ミ
ズ
ホ

の
基
礎
が
築
か
れ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
中
は
、
軍
需
省
の
監
督
下
に

置
か
れ
、
東
北
へ
の
移
転
を
命
じ
ら
れ
る
が
、

実
行
前
に
終
戦
を
迎
え
る
。
戦
後
に
は
止
む

な
く
一
時
的
に
工
場
を
閉
鎖
す
る
が
、
す
ぐ

に
精
密
砥
石
の
製
造
を
再
開
。
皆
で
力
を
合

わ
せ
て
戦
後
の
混
乱
を
乗
り
越
え
た
。

ベ
ア
リ
ン
グ
に
特
化
し
た
先
見
の
明

手
作
り
で
小
ロ
ッ
ト
多
品
種
を
実
現

次
代
の
砥
石
を
求
め
、ラ
ボ
を
設
立

精
密
研
削
砥
石
で
世
界
を
磨
く

あ
ら
ゆ
る
摩
擦
を
失
す
こ
と
で

今
よ
り
快
適
で
便
利
な
社
会
を
実
現

株式会社 ミズホ
［創業］ 昭和14年10月
［従業員数］224名
［資本金］4,500万円
［事業内容］

研削砥石、超仕上砥石、ホ－ニン
グ砥石、軸付砥石、CBN砥石、ダイ
ヤモンド砥石の開発・製造・販売

［本社］大阪市西区新町1-9-18
［京都工場］城陽市寺田袋尻82

T E L 0774-52-2521



立地企業への手厚いサポート

　

私
が
平
成
25
年
に
市
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
際
、
城
陽
谷
間
論

の
是
正
と
い
う
命
題
を
持
っ
て
お
り
ま

し
た
。
現
在
、
新
名
神
高
速
道
路
、
企

業
誘
致
、
東
部
丘
陵
地
整
備
、
Ｊ
Ｒ
奈

良
線
複
線
化
と
い
う
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
進
ん
で
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

本
市
の
将
来
は
周
辺
地
域
が
羨
む
も
の

で
あ
り
、
も
は
や
谷
間
で
は
無
い
と
胸

を
張
っ
て
言
え
る
未
来
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
躍
動
す

る
城
陽
で
、
次
は
人
口
減
少
を
食
い
止

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
ジ
ョ
ー
カ
ン
」
を
読
ん
で
い
た
だ

く
と
、
本
市
に
は
こ
ん
な
に
優
れ
た
企

業
が
あ
っ
た
の
か
と
驚
い
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
地
元

企
業
の
情
報
発
信
」
と
い
う
課
題
か
ら

本
誌
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
地
元

企
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
加

え
、
本
市
の
未
来
を
担
う
若
い
方
々
に

は
、
地
元
で
働
き
、
定
住
し
た
い
と
思

う
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
何
よ
り
で
す
。

　

最
後
に
、
大
変
お
忙
し
い
中
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
各
企
業
の
代
表
者
様

に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
地
元

城
陽
の
た
め
、
今
後
と
も
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

京都・城陽の企業を応援する情報誌
城陽カンパニー　［平成28年春号］

［発行］城陽市まちづくり活性部
　　　  商工観光課☎ 0774-56-4018
城陽市寺田東ノ口 16 番地 17 番地

［編集］城陽商工会議所
　　　  ☎ 0774-52-6866

［制作協力］ココロ株式会社

奥田敏晴城陽市長

城陽市の優遇制度

京都府の優遇制度

城陽市企業立地促進条例

企業立地補助金（京都産業立地戦略 21特別対策事業費補助金）

投下固定資産額等

新規府内常用雇用者数×右記単価

対 象

対象
地域

軽減
内容

対象
業種

設備取得額（土地を除く） 府内常用雇用者数

融資
利率 ※

資金
使途

融資
限度額

融資
期間

不動産取得税を最大 1/2 軽減します。

ものづくり産業等
集積促進地域※１

不動産取得税を
最大 1/2 軽減  （不均一課税）※ 2

製造業・ソフトウェア業・
情報処理サービス業

工場 2,700 万円超 5 人以上

研究所・
開発拠点 5,000 万円超

特別金利 年1.2％

８億円 （ 障がい者 50 万円 / 人
正規雇用者 40 万円 / 人
その他 10 万円 / 人

× 10％（注）土地取得費は補助対象外です。補助率等

補助率等

交付限度額

交付限度額

措　置

対象施設
要　件

事業場等設置助成金
○投下固定資産額（土地取得を除く）の100分の10以内の額
○限度額：3,000 万円

○固定資産税相当額（土地分除く）に次の率を乗じて得た額：
　（第1年度）100分の75
　（第2年度）100分の50
　（第3年度）100分の25
○ 3 年間の交付額の上限：5,000 万円

○操業開始日の属する年度の翌年度以降 4 年間に 1 年以上継続し
て新たに雇用した城陽市在住従業員数に 30 万円を乗じて得た額

○ 4 年間の交付合計額の上限：3,000 万円

（※情報関連産業、自然科学研究所及び製造業に係る事業場等以外は 1,000 万円）

※ 1 ものづくり産業の集積の促進を図る必要があると認められる地域で、市町村長の申出
に基づき、知事が指定した地域をいいます。 ※２ 土地及び建物を取得した企業が、直接自
社のものづくりの用に供する場合に対象となり、営業部門や本社部門は軽減対象外です。 
※ 3 過去に追徴課税等を受けている企業は利用できない場合がありますので、必ずお問い
合わせください。

※特別金利は、補助金要件のほか、府内事業所の府内常用雇用者総数が増
加する場合の設備融資に適用されます。 ○ご利用にあたっては取扱金融
機関の審査があり、希望に添えない場合があります。

（対象企業の府内事業所の府内
常用雇用者総数が増加すること）

操業支援助成金

雇用創出助成金

内　容
※ただし、京都産業立地戦略 21 特別対策事業費補助金の対象は除く。

　市内の都市計画法上の準工業地
域、工業地域又は工業専用地域及
び市長が指定する地域内に事業場
等を移転、新・増設する企業

※平成29年３月31日までに指定申
請して助成対象企業の指定を受
けた企業の内、指定を受けた日
の属する年度から 4 年度以内に
事業場等の操業を開始する企業

○ 情報関連産業、自然科学研究所
の本店及び事業場、製造業に係
る本店

→ 敷地面積 500㎡以上又は投下固
定資産額等 5,000 万円以上かつ
地元新規雇用者数 1 人以上

○ 製造業に係る事業場及びその他
の産業で、市長が特に認める産
業の本店及び事業場

→ 敷地面積 500㎡以上かつ投下固
定資産額等１億円以上又は地元
新規雇用者数 1 人以上

対象要件対象地域及び対象者

府内常用雇用者数※１ 限度額※２

5〜９人の場合 0.5 億円
10〜19人の場合 1 億円
20〜49人の場合 1.5 億円

50〜99人の場合 2 億円
100〜299人の場案 3 億円
300〜499人の場合 6 億円
500人以上の場合 8 億円

※1 府内常用雇用者とは、府内に住所を有し、かつ雇用保険の被保険者となっている常用雇用者をいいます。
　また、府内常用雇用者のうち府内他施設からの異動者を除いた者を新規府内常用雇用者といいます。
※2 大規模投資や、円高時の輸出関連産業については、別途、特例限度額が適用されます。（事業所設置補助金のみ）

事業所設置促進補助金

低利融資制度

不動産取得税の軽減ものづくり産業等
集積促進税制

府内常用雇用促進補助金

補助対象業種
補助対象要件

用地等面積 投下固定資産額等
（土地取得費除く） 府内常用雇用者数

製造業等
※製造業等
には製造業
類 似 事 業

（ 植 物 工 場
等）も含む。

工場
3,000㎡ かつ 3 億円 かつ 5 人

本社 （1,000㎡ 又は 1 億円）かつ 5 人
自然科学研究所 （1,000㎡ 又は 1 億円）かつ 5 人

情報関連産業
（コールセンターは除く）

（1,000㎡ 又は 5,000 万円）かつ 5 人

平成29年3月31日までに補助対象事業所としての指定を受けたもの

京都の特性を活かした企業
の立地にあっては

（例）・府内産の農産物を利用した食品製造 
・府内の大学との研究成果を活用した製品 
  製造など1,000㎡

種まき型
支援

（注）京都府内で事業所を移転・集約する場合は、原則として補助対象外となります。

→既存敷地内での増設の場合は、さらに下記のいずれかの要件を満たす必要があります。
現在の工場等が　①敷地面積30,000㎡以上 ②従業員200人以上 ③製造品出荷額50億円以上
京都府内本社企業の場合　④直近決算期売上高100億円以上

（金融情勢により変更する場合あり）
府内常用雇用者総数が増加しない場合は 1.7％

（当初 10 年間固定、11 年目以降は取扱金融機関が定める所定金利）

「京都産業立地戦略 21 特別対策事業費補助金」の
対象となる工場等の新設、増設

・工場等の新設、増設に必要な設備資金
　（土地、建物、機械、設備等の取得資金）

・操業に必要な運転資金

所要資金の 90％以内で
20 億円以内

（うち運転資金 1 億円以内）

（取扱金融機関）京都銀行、京都信用金庫、
京都中央信用金庫、京都北都信用金庫、商工組合中央金庫

・設備資金 20 年以内
　（据置期間 3 年以内）

・運転資金 7 年以内
　（据置期間 1 年以内）


